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＜ 青少年対策大井第一地区委員会より ＞

「青少年対策地区委員会

（地区委員会）」をご存じですか？

親子バスハイクや子どもの主張発表大会、コ

ロナ禍により３年連続で中止となった７月の子

どもカーニバル、２月の子どもフェスティバルな

どを実施している団体と言えば、親子で参加さ

れたことがあるという方も多いのではないで

しょうか。

品川区では、地域センター単位で地区委員会

が組織され、地域（町会・自治会）、学校、警察

など関係機関の協力を得ながら青少年健全育

成活動を行っています。「品川区青少年対策大

井第一地区委員会」では、令和４年度は町会・

自治会やＰＴＡから推薦された６６名の地区委

員の皆さんがボランティアで子どもたちのため

に尽力しています。

さて、子どもたちのために様々なイベントを

行っているというイメージの強い地区委員会で

すが、青少年に係る環境の維持・改善に関する

活動も行っています。今回はそのなかの一つで

ある「地区委員会パトロール」を紹介します。

地区委員会パトロールは、管内の中学校のＰ

ＴＡの方々や大井警察署地域課の警察官にも

ご参加いただき、１月と８月を除き毎月１回金曜

日の夜間に、公園や高架下、神社など複数の

コースに分かれ、実施しています。この活動は

１０人以上毎回参加しており、子どもたちを犯罪

から守ることと同時に、青少年の非行を未然に

防ぐことが目的です。町会の方々の定期的な清

掃活動、しながわ花海道の整備などにより、大

幅に環境改善が図られてはいますが、気を抜く

ことなく見回りを続けています。また、このパト

ロールは、参加者（参加組織）がお互いに子ど

もたちに関する情報交換を行う貴重な場とも

なっています。得られた情報は、地区委員全員

に、会議を通じて周知しています。これらの取り

組みにより、組織・関係者間の連携を強化し、

地域の安全を確保することに繋げています。

ＩＣT技術の急速な進化により、子どもたちを

取り巻く生活環境は劇的に変化しています。そ

のため、子どもたちの健やかな成長には、これ

まで以上に家庭・学校・地域がしっかりと連携

することが必要です。

青少年対策大井第一地区委員会は、「地域で

子どもを育てる」という観点から、今後も様々な

事業に取り組んでまいります。

パトロール中の様子

パトロール開始
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子どもたちの笑顔あふれる公園

大井坂下公園リニューアル工事完成

大井坂下町会

皆様あけましておめでとうございます。

本年も大井坂下町会を宜しくお願い申し上

げます。

昨年、本誌でお知らせいたしました大井

坂下公園のリニューアル工事が完成しまし

た。前回もご案内いたしましたが、大井坂

下公園は大森駅の近くにあり、町会の中心

で、象徴となる大切な公園です。年間を通

しての清掃活動、春、秋の交通安全運動、

夏のラジオ体操など、すべての行事を大井

坂下公園で行います。また、地震発生時な

どは近隣の会社も含めて、一時
いっとき

集合場所と

しての役割もあり、とても重要な存在で

す。今後も町会として大事に見守っていき

たいと存じます。 

品川区によると、今回のリニューアル工

事は子供たちのアイデアを取り入れた公園

づくりというコンセプトの下で進行されま

した。だれもが一緒に楽しめるユニバーサ

ルデザインに配慮した公園（遊具）を整備

するためのアイデアを考える「子どもたち

のアイデア等を活かした公園づくり」ワー

クショップを区内の小学３・４年生を対象

に開催しました。子どもたちからは８０個

以上のアイデアが出され、そのうち大井坂

下公園には、３１個のアイデアを取り入れ

たということでした。

大井坂下町会は、今後も新しい大井坂下

公園を中心に、町民と町会内企業の皆様が

共に楽しく、安全に過ごしやすい町会を目

指し活動してまいります。皆様、是非とも

新しくなった大井坂下公園に遊びにいらし

てください。

＊写真は品川区ホームぺージ「２０２２

年しながわ写真ニュース」より引用

広い秋空の下、

しながわ花海道の種まき

東大井月見台町会

１０月３０日（日）勝島運河の「しなが

わ花海道」で菜の花の種まきが行われまし

た。雨が多かった１０月ですが、この日は

快晴。「秋晴れ」の言葉通りの、美しい青

空と心地よい気温・湿度で最高のイベント

日和となりました。

毎年１０月には春に咲く菜の花を、春に

は秋に咲くコスモスの種まきが実施されて

います。しかしここ２年間はコロナウィル

ス感染症のため、一斉の作業や開会式もな

く町会や学校、企業など各組織ごとに行っ

ていました。

今年は全体の開会式も行われ、新しく参

加される品川少年消防団の皆さんからの挨

拶もありました。小学校３年生から中学生

で構成されているそうで、お揃いの制服で

参加されていました。

月見台町会では、昨年から町会内にある

企業寮の皆さんが参加しています。運河の

傾斜に設けられた１.５メートル四方の区画

の花壇８マスの残ったコスモスを抜き、ふ

かふかな土になるよう耕してから配給され

た菜の花の種をまきました。２０代中心の

若手と植物に詳しいベテランの協力で作業

もはかどり１時間弱で完了しました。

参加した方からは「散歩しながら自分の

まいた菜の花が成長しているかチェックす

るのが楽しみ」という声も出ていました。

周囲約２キロメートルに植えられた菜の

花、見ごろは２月中旬頃です。

＜ 町会より ＞

種まきを行う児童・生徒


